
○ 新川児童館は、０～１８歳未満のすべての子どもが利用することができます。 

○ お子さんを預かる施設ではないため、利用時の来館・退館時間（帰る時間等）はご家庭で約束をした上 

でご利用ください。 ※未就学児は保護者の同伴が必要です。 

○ 来館の際は水筒を持参してください。お金を渡すのではなく、水筒を持たせましょう。 

○ 駐車場が満車の際は、他に停める場所はありません。徒歩か公共交通機関をご利用ください。 

  

 

※「むすび」マッサージ以外は予約はいりません。気軽に参加してくださいね😊 

   

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

  

 

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒907-0024 

石垣市新川 2212-9 

TEL 0980-87-7747 

FAX 0980-87-7748 

- 

 

 

【開館時間 １０：００～１2：００  /  13:00～18：00 】※１７：４５～お片付け・そうじです。 

 

 

小 1 オリエンテーション 

中高生も楽しんでいるみたいです。 

出番待ち 

砂にお絵描き 

手押し車にも挑戦 

乳幼児親子向けの午前活動 

Natuyasumi運動遊び 
月曜日 午前 10:00～12:00 

マットやトランポリン、バランス

遊具を使って楽しく体を動かせま

す。 

  

 

ヨガ教室 
金曜日 午前 10:00～10:30 

お母さんたちと一緒に、身体を

動かして、育児のモヤモヤをス

ポーツで発散しましょう！ 

にこにこタイム 
火曜日 午前 10:30～ 

 絵本の読み聞かせや、紙芝居、 

手遊び、ペープサートなど 

親子で楽しみに来てください。 

・ママカフェ  

※詳細は館内に掲示 

  

 

のびのびデー 
水曜日 午前 11:00～12:00 

 

ママスポ 
木曜日 午前 10:00～12:00 

 行事や活動が苦手な方は、   

水曜日に顔出してみるのはどうで

すか？のびのび過ごせますよ。 

※今月は 15日と 29日のみになり

ます。お間違えの無いようにお願

いします。 

小一年生歓迎会‼先輩小学生が力を合わせて、一年生を楽しませていました。 

・「むすび」マッサージ 

・リフレッシュエクササイズ 

中一歓迎会 

シール交換会盛り上がってます 

UNO 

カップタワー 

宿題もしてます 

5/20（水）  

5/26（火）  



 

★駐車場が満車の場合は、他に停める場所はありません。特に土曜日などは徒歩での来館をおススメします。 

  ※絶対に空き地や団地内、路上駐車はお止めください。 

★緊急時以外は電話をお控えください。「児童館に来てますか？」の電話が多く困っています。必ず約束事をして

から一日の始まりをスタートしましょう。※午後は電話が取れないこともあります。なるべく午前にお願いします。 

緊急時→「家族が救急車で運ばれた」「こどもが 18 時過ぎても帰ってこない」等 （生死に関わること） 

緊急時以外→「習い事に行かせてください」「帰って来てと伝えて」等（生死に関わらない、緊急じゃないこと） 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★児童館はお子さんを預かる施設ではないため、利用時の来館・退館時間（帰る時間等）はご家庭で約束をした上 

でご利用ください。また、こどもの意思を無視して児童館に置いていく行為もお止めください。必ず、「児童館に

行きたいのか？」こども達の意思確認をして、約束事をしてから来館してください。 

★長期休みの平日（月～金）は、「午前中から小学生以上が優先」となります。乳幼児さんは、「乳幼児のお部屋」の

みになりますので、ご了承ください。 

★新しい年度になりました。利用登録（年度更新）が必要です。利用登録は、ケガや事故・事件などが起きたとき

に、迅速に保護者と連絡を取る為に必要になります。必ず登録をお願いします。 

★午後の体育館は、こども達が相談し合い、自分たちで遊ぶ内容を決めています。「体育館使えますか～？」の 

質問が多く困っています。ここは体育館を貸す施設ではありません。皆で遊ぶ場所です。予めご了承ください。 

  

 こども達の中には、「うまく会話ができない」「目を合わせられない」「そっけない態度を取ってしまう」子がいます。 

けれども、それは性格や態度の問題ではなく、「何を話していいか分からない」「どうしていいか分からない」というものから

くることが多いんです。その背景には、 経験の少なさが原因の一つとしてあります。 

特に現代は、遊びや日常の生活で人と関わる経験が減ってきています。 

本来こどもは、遊びの中で関わり方を学びます。うまくいかない経験や失敗を重ねながら、「どうすればいいか」を少しず

つ身につけ、成功体験や達成感・充実感を経験していきます。 

 しかし今は、その過程を十分に経験しないまま成長している子が増えています。 

その結果、「人との関わり方が分からない」「直接話せず、LINE で済ませる」「学校以外はゲーム・スマホだけ」という状態に

つながっています。人と関わらなくても時間が過ぎる環境が当たり前で、難儀な対人関係に挑戦する理由が持てなくなって

いるのです。さらに、過程を経験していないことは、別の形でも現れています。結果だけを求め、時間や手間をかけることを

避ける、最近話題のいわゆる「タイパ」を重視する傾向です。すぐに刺激や答えが得られるものを好み、試行錯誤する経験そ

のものを避けてしまう。これもまた、「過程を経験して 

いないこと」が原因です。 

人は経験の中でしか生きていけません。 

失敗や恥ずかしさ、試行錯誤といった 

経験があるからこそ、できることが増え、 

人と関わる楽しさも知っていきます。 

だからこそ、低学年までは遊びを通して 

経験を積むことが重要です。遊びは単なる 

暇つぶしではなく、人と関わる力を 

育てる「土台」です。「どうせ人と関わって 

生きていくなら、楽しめる方がいい」 

この力は、今この瞬間の遊びの中でしか 

育ちません。こども時代にしかできない 

この経験を大切にしながら、これからも 

こども達と本気で遊びに向き合っていきます。 

 


